


６月末から７月初めにかけて休

暇をとりました。空港から電車で

４時間かけて着いたタイの海辺の

ミッショナリー専用のゲストハウ

スに着いた時、出迎えてくれたの

は、自身もきのう着いたばかりと

いうオーストラリア人、メアリー・

グレースでした。彼女は、家族と

一緒にインドで奉仕しています。

私がバングラデシュの北、ジョイ

ランクーラ・クリスチャンホスピ

タルで働いているというと、「私

その病院、知っているわ。母がい

つも祈っているもの」と言います。

後で彼女の母、エイミーに会い

ました。彼女の叔父さんは、若い

頃ジョイランクーラ・クリスチャ

ンホスピタルで働くことを夢見て、

医者としてトレーニングしていた

そうです。でも、若くして亡くな

り、その志は果たせませんでした。

その後、その人の姉妹であるエイ

ミーのお母さんは、ずっとジョイ

ランクーラのために祈り続け、亡

くなる前には、たくさんの献金を

してくださったのだそうです。な

ので、エイミー自身もジョイラン

クーラのために祈り続けていると

いうことでした。なんとまあ奇遇

でしょう。

休暇の間中、このエイミーの家

族は、私をボートトリップに誘っ

てくれたりと、一緒にとても良い

時を過ごしました。エイミーは、

シドニー生まれ。昔のシドニーは、

イングランドから来た人たちが大

部分を占めており、日曜日には正

装して教会に行き、どの家の子ど

もたちもみんな教会学校に行って

いたのだそうです。「みんな礼儀

正しくて、親切だったわ。でもね、

ビートルズが出てきて全部変わっ

ちゃったのよ」。ビートルズとい

うのも唐突な気がしますが、196

0年代を境に社会が大きく変わっ

たということなのでしょう。決し

て良い方向に向かっているのでは

ないこの社会を憂いつつ、祈り続

けている主の民は全世界にたくさ

んいるのだろうと思います。その

中で、ジョイランクーラや私のた

めに祈ってくださっている、お会

いしたことのない方々もたくさん

おられるのだろうと思いました。

エイミーとジョイランクーラでの

再会を約束し、別れました。

毎週水曜日はドクター・ルーシー

の手術日。ドクター・ルーシーが

子宮全摘術などをし、その隣のベッ

ドで帝王切開をするのが、以前の

私の役目でした。今はドクター・

ジャキアが帝王切開をします。な

ので、局所麻酔の小手術をこなす

のが最近の私の役目だと思ってい

ました。でも先日の水曜日、ここ

のところ異様に患者さんが増えて

いたので、小手術もとてもたくさ

んありました。ということで、ト

レーニングの意味をかねてでしょ

う。いつもは水曜日に手術室にい

ないドクター・トーヒッドがその

役目を言い渡されたようです。時々、

彼にアドバイスをしつつも、ちょっ

と私は、手持無沙汰。「もうここ

にいなくてもいいかなあ。でも、

神様はそんなこと言っていないよ

うな気がするんだけど」などと考

えていました。

次の世代を育てる必要があるの

だと思いつつ、何となく元気が出

ません。別にそのことを誰かに話

したわけでもないのですが、数日

後のモーニングデボーションで、

看護学校の校長先生、リナ・ディ

ディが私のために突然祈ってくれ

ました。また、その次の週の月曜

日、隣の手術台で胆石の手術をし

ていたドクター・タポシュから声

がかかりました。胆のうだけでな

く、総胆管にも石があるから術者

を変わってほしいと。（裏面へ）

㊤毎日１個、ゆで卵を食べるように指

示された帝王切開の患者さん㊦病棟

の廊下で昼寝をする患者さん




